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原位置転写解析を行った。 温泉水中に発達した硫黄芝から抽出した貯~A を鋳型にした RT-PCR 解析の結果、
調べられたすべての硫黄酸化関連遺伝子だけでなく、 cbb-3型チトクローム酸化酵素と炭酸回定のキーエン
ザイムの 3遺伝子全部が発現していることが確かめられた。このことから硫黄芝中の巨大鎌状細菌が温泉水
中で硫黄酸化、酸素呼吸、そして炭酸題定という化学合成独立栄養的生育を行っていることが実証された。
審査の結果の要旨
本研究は、培養が容易ではない環境中の縮菌の機能未知機能を培養することなく多角的に分析した例とし
て意義深いものである。メタゲノム的手法によって推定されたゲノム遺伝子配列が、機能推定された性質を
持っているのかを大量発現系を確立して取得した酵素の性質を明らかにすることにより実証し、且っその遺
伝子が環境中で実際に機能(=発現)しているのかを、 RT-PCR法を利用した原位霊転写解析により明らか
にした。従来、微生物の生理・代謝学的性質は培養された分離株を研究するのが一般的であった。しかし、
培養が極めて困難な微生物に関しては、このような分離に基づくアプローチでは対抗不能である。本研究で
示されたマルチアプローチ一一メタゲノム的手法によるゲノム解析での保有遺伝子推定、大腸菌発現系を用
いた酵素の大量発現と酵素学的分析、そして原位置転写解析一ーは未培養細菌の生理・代謝学的性質と機能
を明らかに出来るばかりでなく、未培養細蕗の生態学的役割についても議論し得る知克を与え得る研究戦略
と言える。今後、この様なマルチアプローチが、未培養微生物を多く含む微生物生態系の解明手法の一翼を
担うことになるのは疑いがない。
平成 25年 1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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